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府立金剛高等学校
校長　大崎　弘司

令和５年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	地域社会に貢献する、自立した人を育てる高校

地域社会とのつながりや人との出会い、多様な学びを通じて、主体的に学び、自らの人生を切り拓くたくましさを育み、地域社会を支える人づくりをめざす。

【育てたい力】
〇多様な価値観を尊重し、違いを豊かさにして、協働できる力
〇自分の考えを的確に人に伝えたり、傾聴できるコミュニケーション力
〇地域や社会に関心を持ち、参画、貢献しようとする意欲と実行力
〇豊かな人権感覚・人権意識



２　中期的目標
	１．新たなステージへの深化
　　　（１）「多様性の尊重」「地域性の重視」を特長とする高校としての実績、強みを最大限生かし「教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む」とする「社会に開かれた教育課程」の理念を追求する普通科専門コースの確立に取り組む。
　　　　　　ア.将来構想検討委員会、カリキュラム検討委員会、専門コース委員会を開催し、普通科専門コースにおけるカリキュラム・教育内容の充実に取り組む。
　　　　　　イ．改定版金剛高校トータルステップアッププランの具体化に努める。
　　　　　　ウ．新たな学校像が地域の中学校や教育関係者、中学生、保護者に共有されるよう、丁寧で広範な広報活動に取り組む。
※ 将来構想検討委員会を年間15回以上実施し、普通科専門コースにおけるカリキュラム・教育内容の充実に取り組む。


２．確かな学力の育成と進路実現
　　　 （１） 授業公開、研修、授業アンケート（年２回）、研究授業を連動させ、年間の授業改善サイクルを充実させる。
　　　ア.ユニバーサルデザインを意識した教育環境の整備、わかりやすい授業づくりに取り組む。
　　　　　　　イ．「主体的・対話的な深い学び」を追求し、真摯に授業改善に取り組む。
　　　　　　　ウ．教員のニーズに応じた研修の充実を図る。
　　　　　　　エ．教職員の「専門性」の向上「同僚性」の発揮を促進し、「ストレス」の少ない「働きやすい」「働きがいがある」職場づくりに取り組む。
(２)　「思考力」「判断力」「表現力」「学びに向かう力」「人と協働できる力」の育成
　　　　　　　ア.生徒の興味や関心を喚起し、社会と繋がる意識を育てる課題解決型、探究型の「思考力」「判断力」を育成する授業づくりに取り組む。
　イ．普通科専門コースにおける「発表」の機会を「総合的な探究の時間」(２年次）に実施するとともに、３年次の芸術鑑賞や文化祭での発表の機会を通して、「表現力」の育成に努める。
　　　　　　　ウ．「総合的な探究の時間」やLHR、学校行事を通じて、「自己・他者・社会の在り方⇒生き方・進路に関連付ける」=「学びに向かう力」や
「協働できる力」を育てる。
（３）　学年の学力生活実態調査結果や定期考査の振り返りを活用し、進路への意識づけ、学習の充実を図る。　
　　　ア.学年の進路指導部、学習指導部の連携のもと、早い時期から進路に向けた適切な学習指導を継続的に行う。
　　　イ．「進路実現満足度100%の学校」をスローガンに、進路について考える機会を増やし、丁寧な進路指導・学習支援を通じて、生徒一人ひとりに
とって満足度の高い進路実現をめざす。
　　※ 生徒向け学校教育自己診断「進路実現に向けての取り組みを十分にしている」の肯定的評価を令和７年度70%以上をめざす(R２ 81.9%,R３ 78.8%,R４ 74.0%)
　　※ 生徒向け学校教育自己診断「系・コースや授業は将来の役に立つ」の項目について令和７年度85%をめざす。(R２ 88.9%,R３ 89.1%,R４ 89.2%)


３．豊かな人権感覚・人権意識の醸成
(１)　学校行事やクラス活動における生徒相互の関わりや協働性を重視し、自尊感情や生徒相互の信頼感を醸成する。
　　　　(２)　生徒の実態に即した課題を設定し、当事者の話を聴くなど、共感に基づく人権学習を通じて、豊かな人権感覚を醸成する。
　　　　(３)　実習や体験、発表、地域活動への参加等を通じて自己有用感や自尊感情を醸成し、道徳感や公共心、ボランティア等社会貢献への意識を育てると共に、よりよい社会の創り手となる意欲や行動力を育成する。
　　※人権意識調査（３年次）のa～ｄの値が１年次と比べて増加し、eの値が減少していることで本校３年間の人権教育の成果の確認を行うことを令和７年度まで継続する。


４．「ともに学び、ともに育つ」教育、生徒支援の充実
（１）　人権教育推進委員会、教育相談委員会、支援教育コーディネーターの連携を密にし、校内の教育相談・支援体制の充実を図る。
　　　ア. 高校生活支援カードを有効に活用し、支援の必要な生徒の早期発見、実態把握に努め、必要な支援体制をつくる。
　　　　　　　イ．状況把握、経過観察、情報共有に努める。
　　　　　　　ウ．必要に応じてケース会議を適宜開催し、外部機関や専門家とも連携して、生徒理解を深め、支援の充実に努める。　
　　　 （２）　共生推進教室の取組みの充実を図り、「ともに学び、ともに育つ」教育を推進する。
　　　　　　　ア. 共生推進教室で学ぶ生徒への適切な指導、必要な支援を通じて、自己理解と社会参加への自信、就労への意欲を育てる。
　　　　　　　イ．共生推進教室で学ぶ生徒との日常的な交流を通じて、全ての生徒に障がいのある人への理解、共生の意識を育む。
　　※３年卒業時、共生推進教室で学ぶ生徒の就労先、進路先の確保100%をめざす。(R２ 100%, R３ 100%,R４ 100%)令和７年度もその水準を維持する。


５．規範意識の醸成と自主性・主体性の育成
（１）　遅刻、頭髪、服装、原付、あいさつ、清掃等の指導等、基本的生活習慣やマナーの確立を通じて、社会性を育てる。
（２）　部活動加入を積極的に奨励するとともに、生徒会・委員会活動を活性化し、教育活動のあらゆる機会において生徒の自主性・主体性を引き出す。
　　※基本的生活習慣やマナーの確立の指導に対する学校教育自己（生徒）の肯定率を60%以上とし(R２ 64%, R３ 63.2%,R４ 49.7%)令和７年度もその水準を維持する。










【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和５年12月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	○全般として
　　「金剛高校の教育に満足している」の肯定率が73.7％と微増ではあるが、依然低い。１年生は約80％であるが、2,3年生は70％にとどまっている。
　　「コース、系が自分の将来に役立つ」と考える生徒が84％と-５ポイント、「他の学校にない特色がある」と思う生徒も65.8％と-15ポイント、「興味・関心に応じた選択科目がある」の肯定率も82.6％で-６ポイントと生徒にとって魅力がないと感じ取られている。
○学習指導に関して
　　「授業が分かりやすい」「先生の工夫が感じられる」の項目はそれぞれ、66.8％72.8％と上昇傾向にはある。教員の取組みやＩＣＴ活用（肯定率88.1％）などが功を奏していると思われる。しかし、「授業に集中できる」の肯定率が67.8％と低いので、授業管理が求められる。
○生徒指導等に関して
　　「指導は自分の将来を考えると適切」の肯定率は68.8％と２年前から-10ポイント、「遅刻。頭髪・服装・原付免許の指導は適切」の肯定率も60.9％と全体的に生徒の納得感が得られていない状況がある。生徒の状況に応じた指導、支援の在り方を工夫、徹底していく必要がある。
○進路指導、人権教育に関して
　　「進路に関する必要な情報や機会の提供」、「ホームルームなどで熱心に進路指導してくれる」の肯定率は減少傾向にあり、生徒のニーズを適切に把握し、キャリア教育など外部も活用しながら、伝える、考えさせる機会が必要である。「人権について学ぶ機会がある」の肯定率が87.2％と高い数値を維持している。
	第１回（令和５年７月８日）
○学校全般について
　・創立時は、「地域を支える人材」という願いはあったと思うが、40年がたち、そんな時代ではないと思う。もっと外へ出ていくことが重要ではないのかと思う。
・リーディングギガハイスクール事業については、３年間の変遷を成果が見えるようにはっきり見てみたいので、今後の整理をお願いしたい。
・卒業生を生かした取り組みや共生推進教室については卒業生の体験記のようなものがあるとよい。
○クラブ活動について
　・１年生の入部率が低いが、その原因は何か。⇒クラブ体験など部活動加入に向けた取り組みは行っているが、生徒たちは、部活動は中学校で終わりたいという感覚が多く燃え尽き感がある。
第２回（令和５年11月17日）
○授業見学を終えて
　・生徒はおとなしく授業を受けている。また、ＩＣＴや電子黒板をうまく使いこなせているように感じた。いろいろと考える力につながるのではないかと思った。
　・生徒の理解度の確認を行う必要があるのではないのかと気になった。
○各種行事について
　・生徒たちが学びながら実施しているのが良いと感じた。よいところを継承しながらやっていってほしい。文化祭の２日目が1,2年生は３年生の出し物の観覧だけであり、欠席が多くなっている。意義を検討していければよいのではないか。
第３回（令和６年３月23日）
　・生徒指導の在り方や進路関係の情報の伝え方など、生徒の状況に応じて変化させていく必要性がある。また、上から抑えつける指導や伝達するだけではなく、生徒一人ひとりに考えさせるように指導していく必要がある。
　・クラブ活動については学校選択の一つの要素にもなりうるので、働き方改革の中、短い時間の中で、効率的に練習を行い、成果を上げるかについて考えていってほしい。
　・系やコースについても、生徒の実態に合わせて検討していく必要があるのではと感じる。
　・中学校への出前授業や総合的な探究の時間への乗り入れなど、より密接な連携が受検者の増加につながる可能性が高い。




３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標[R４年度値]
	自己評価

	１．新たなステージ
への深化
	「多様性の尊重」「地域性の重視」を特長とする高校としての実績、強味を最大限生かし「社会に開かれた教育課程」の理念を追求する普通科専門コース再編に取り組む
	将来構想検討委員会、カリキュラム検討委員会、専門コース委員会を開催。
普通科専門コースにおける、カリキュラム、LHR・総合の計画、行事等の精選など、教育活動の充実を図る。

	将来構想検討委員会等現在及び金剛高校の将来像に対する肯定的評価が多数を占めること。
教職員向け学校教育自己診断
「教育活動を振り返り改善に向けて取り組む」85%以上　　[78.6%]
	各会議の場では、現状把握から課題や改善点の共有、改善に向けた協議を行い、肯定的な視点を確認することは行っておらず、改善意識の醸成に努めた。
教職員向け学校教育自己診断
「教育活動を振り返り改善に向けて取り組む」の肯定率95.5%（◎）
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イ　「思考力」「判断力」「表現力」「学びに向かう力」「人と協働できる力」の育成










ウ　地域と連携しての交流、体験学習・学習成果の発信

















エ　進路に向けた意識の醸成

	1. 授業改善サイクルの充実を図る。年２回の授業アンケートだけでなく、生徒との対話を通じて授業改善に努める。
・授業改善（観点別評価）研修の充実。
・授業公開、各教科での研究授業の実施。
・「主体的・対話的で深い学び」を追求した授業改善。
・教員間の授業交流による授業改善の促進。
・対面授業での端末・クラウドサービスの活用。
・授業規律の指導を徹底する。
・授業のユニバーサルデザイン化
・共生推進教室での１人１台端末利用。
教職員の「専門性」の向上「同僚性」の発揮を促進し、「ストレス」の少ない「働きやすい」「働きがいがある」職場づくりに取り組む
・ストレスチェック受検率をあげて学校全体の状況を反映させる。
イ．「主体的で対話的な深い学び」を意識した課題解決型・探究型の授業を実施し「思考力」「判断力」を養う。
「総合的な探究の時間」での発表や行事の中での学びを通して、「表現力」「人と協働する力」を養う。
エリア・コースでの学習の充実を図り、「総合的な探究の時間」、LHR、学校行事を通じて「学びに向かう力」「人と協働する力」を育成する。
ウ．特色ある授業や取組みでの地域の学校、施設、団体との交流、体験を継続、推進する。生徒の成長や学習成果を地域に発信する。
　　発達と保育　：保育所での実習
　　保育音楽　　：保育所交流
　　進路指導部  ：幼稚園交流
　  社会福祉基礎：福祉施設との交流
　　手話・点字
 :だいせん高等聴覚支援学校
との交流
　　地域コミュニケーションコース
　　　: 障がいのある人との交流
　　　: 保育所交流

幼、保、小、中、高の連携を強め、「すこやかネット」（地域教育協議会）の活動に積極的に参加する。

エ．各学年の進路指導部と学習指導部の連携を軸に生徒情報や進路課題を共有する。１年次からキャリア教育に取り組み、進路に向けた意欲を育てて２年次では進路先を見据え、３年次の進路相談指導で進路選択を確かなものにする。
　　・進路関連目標数値を達成できるよう進路部、学年、担任で相談指導に力を入れる。
	ア.生徒向け学校教育自己診断
「わかりやすい授業」60%以上　[59.3%]
「学力を伸ばす工夫」69%以上を維持
[67.8%]
「授業に集中できる」77%以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[新規]
「生徒の学力向上に熱心な先生が多い」
65%以上を維持　　　　　　　　[67.3%]
「授業改善に積極的」73%以上　[64.4%]

共生推進教室生徒授業アンケートで
授業の目標の説明がある　70%以上　　　　　　　　　　　　　　［新規］
授業を受けて良かった　　　　　70%以上
［新規］
教職員向け学校教育自己診断
「わかりやすい授業」92%以上を維持
[96.7%]
「学力を伸ばす工夫」92%以上　[93.3%]
「お互い協力し合う」78%以上　[69.0%]

学校全体のストレスチェックが基準値を越えない。［129］
受検率［87.8％］
イ.生徒向け学校教育自己診断
「系・コースの授業は将来の役に立つ」
88%以上を維持　　　[89.2%]
「HRや「発見」などで、生き方や将来について考える機会がある」85%以上を維持　　　　　　　　　　　　　　[87.8%]

芸術鑑賞アンケート
「芸術鑑賞を通じて、文化祭などでの表現力に生かすことができるか」70%以上を維持                    [87.0%]


ウ.生徒向け学校教育自己診断「授業や部活動で他の学校や地域の人々と関わる機会60％以上　　　　　　　[57.5%]












・すこやかネットクリーン活動に参加する



エ.生徒向け学校教育自己診断の
「進路に必要な情報や機会の提供」
90%以上　　　　[88.2%]
「進学講習や校内模試等進路実現の取組み」80%以上　　　　　[68.4%]
「進路相談やLHRでの熱心な進路指導」
80%以上　　　　　　　　　　[74.0%]
	ア．ＬＧＨ事業の公開授業も活用し、ＩＣＴの活用やフォーム作成ツールを活用した配信などを実施。
研究協議や評価の在り方の研修などの場を活用して、授業改善に努めた。
※生徒向け学校教育自己診断
「わかりやすい授業」66.8%(〇)
「学力を伸ばす工夫」72.8%(〇)
「授業に集中できる」67.8%(△)
「生徒の学力向上に熱心な先生
が多い」71.3%(〇)
「授業改善に積極的」数値なし
※共生推進教室生徒アンケート
「目標の説明がある」100%(〇)
「授業を受けて良かった」100%(〇)
※教職員向け学校教育自己診断
「わかりやすい授業」95.5%(〇)
「学力を伸ばす工夫」86.4%(△)
「お互い協力し合う」84.1%(〇)
※学校全体のストレスチェック
総合健康リスク［104］(〇)
受検率［58.6％］%(△)

イ.生徒向け学校教育自己診断
「系・コースの授業は将来の役に立
つ」84.0%(△)
「HRや「発見」などで、生き方や将来について考える機会がある」
87.6%(〇)

芸術鑑賞アンケート　78.6%(〇)





ウ．まだコロナの影響が残るなかであったが、地域コミュニケーションコースの授業における取組の中で、各施設との連携や成果の発表や成果物の作成に取り組んだ。
※生徒向け学校教育自己診断
「授業や部活動で他の学校や地域の人々と関わる機会59.3%(〇)
【コロナ感染症の影響が残り、１学期は機会を設定できず、２学期以降となったこともあり〇と判断】




※すこやかネットの活動にはすべて参加した。(〇)


エ．１年時からキャリア教育の機会を多く設定し、進路指導の新たな方向性を検討し、１年時から進めた。
※生徒向け学校教育自己診断
「進路に必要な情報や機会の提供」
86.0%(△)
「進学講習や校内模試等進路実現の取組み」71.6%(△)
「進路相談やLHRでの熱心な進路指導」73.2%(△)

	３．
豊
か
な
人
権
感
覚
の
醸
成
	ア　生徒相互の関わり、協働性の重視
自尊感情や相互の信頼感を醸成する人権学習、総合学習、学校行事






	1. 新入生オリエンテーション（１年）、クラススタートアップ、個人面談、遠足に至る年度当初クラスづくりを通じて、安心感のある高校生活を支援する。
行事等のクラス活動を通じて、生徒相互の関わりや協働性を育てる。


2. 生徒の実態に即し、当事者との出会いや体験等、生き方を考えさせる人権学習、総合学習、多様性教育を企画し、実施する。












3. 校内教職員人権研修の更なる充実。校外人権研修への参加促進。




4. 生徒に寄り添う時間や新しい課題に取り組むための職員研修の時間を確保するために教職員の１人１台端末を活用し、職員会議のペーパーレス化を実施するなど会議の効率化を推進する。
	ア.生徒向け学校教育自己診断


「金剛高校に満足している」80%以上　　　　　　　　　　　　　[72.8%]
「一人ひとりが尊重され気軽に話せるク
ラス」　80%以上　　　　　　[82.8%]



イ.生徒向け学校教育自己診断
「人権問題の理解」85%以上　　[87.4%]
「社会の新しい課題を学ぶ機会」80%以上[72.5%]
人権意識調査（３年）
a「人権に関心を持っている」
b「自分を大切にする気持ちが高まった」
c「人間関係の大切さを学んだ」
「差別的な言動を見聞きした時の態度」について
d「差別を指摘し話し合う。伝える努力をする」
e「何もせずに黙っている」という５項目の１年次からのa～dは増加、e減少を目標に取り組む　　　　　

ウ.新着任者を対象に「人権の街をたずねて～富田林フィールドワークと講演」を実施する。
加えて「人権」をテーマとした研修を１回実施する。

エ.職員会議のペーパーレス化率90%以上を維持[90.0%]

	ア.各行事において、準備等のための活動時間と勉強時間のバランスやルールの確立など生徒に投げかけて考えさせ、生徒リーダーから生徒におろすよう取り組んだ。
※生徒向け学校教育自己診断
「金剛高校に満足している」
73.7%(△)
「一人ひとりが尊重され気軽に話せるクラス」83.0%(〇)
イ.生徒向け学校教育自己診断
「人権問題の理解」87.2%(〇)
「社会の新しい課題を学ぶ機会
74.0%(△)
※人権意識調査（３年）
a　87.8%→88.2%　微増(〇)
b　80.2%→78.9%　微減(△)
c　97.1%→93.2%　減(△)
d　37.8%→53.4%　増(〇)
e　10.4%→ 8.3%　減(〇)






ウ．河南高校の新着任者も参加したフィールドワークを実施した。
　　また、７月に教育相談をメインにSC,SSＷを活用した研修を、12月には地域人権協議会の方からの講演を実施した。(〇)
エ．職員会議のペーパーレス化については、タブレットへの事前配信等により前年並みに実施した。(〇)


	４.
と
も
に
学
　び、
と
も
に
育
つ
教
育

生
徒
支
援
の
充
実
	ア　生徒の実態把握ときめ細やかさや支援、指導






イ　共生推進教室の教育内容の充実、ともに学びともに育つ教育の推進
	1. 生徒支援カード（１年）の情報を学年会議、教育相談委員会で共有し、支援の必要な生徒の早期の発見、実態把握に努め、必要に応じた支援体制をつくる。
・R４年度に作成したいじめアンケート対応フローを活用する。

1． 教育相談委員会、人権教育推進委員会で生徒状況の経過観察を行い、必要に応じてケース会議を開く。外部機関や専門家とも連携して、支援にあたる。その中で、配慮や支援が必要な生徒、同和地区出身生徒、外国にルーツを持つ生徒等の状況確認を毎回行う。
共生推進教室の生徒についても、共生推進コーディネーターと密に連携し、適切な支援、ケース会議の開催を行う。たまがわ高等支援学校と連携して、共生推進教室の生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、適切な指導や必要な支援を行う。

ウ．本校で学ぶすべての生徒に共生推進教室の意義を周知し、「ともに学び、ともに育つ」教育を推進する。

	ア．生徒向け学校教育自己診断
「問題を見逃さず相談に応じてくれる」
80%以上　　　　[75.8%]
　




イ．教育相談委員会、人権教育推進委員会のコンスタントな開催。年間各18回以上。
[教育相談21回、人推委25回]

要配慮生徒等の状況確認年間各18回以上。












ウ. 共生推進教室の生徒が安全で安心して学校生活を送る。
・不登校や長期欠席者を「０」にする。
・いじめなどの人権侵害事象を生起させない。
・すべてのクラス活動、学校行事に参加する。
・卒業時に進路が決定している。
	ア．学年会や教育相談会議で情報共有や支援の検討を定期的に実施することにより個々の生徒に適切な対応を行った。
※生徒向け学校教育自己診断
「問題を見逃さず相談に応じてくれる」80.7%(〇)

イ．教育相談会議はほぼ毎週、人権教育推進委員会は定期開催に加え、生徒指導案件の対応のため、随時開催した。
また、ＳＮＳに関わる案件などの対応のため、いじめ対策委員会も随時開催した。
・教育相談会議　22回
　(要配慮生徒等の状況確認含む)
・人権推進委員会　年内25回(〇)







ウ．共生推進教室の生徒に対しては、面談回数の拡大や丁寧な指導を繰り返すことで、
　・いじめ、人権侵害事象は生起せず。
　・各種活動には参加できている。
　・３年生の就労先も決定。(〇)


	５．
規
範
意
識
の
醸
成
	ア　基本的生活習慣の確立













イ　部活動の促進及び生徒会活動の活性化
	1． 生活指導部と学年が一体となって遅刻、頭髪、服装、原付等の指導を行う。
あいさつ、特に朝のあいさつの励行を全教員で推進する。
半期ごとに指導の振り返りを行う。







イ．さまざまな機会を通じて、新入生への部活動への参加を積極的に推進するとともに生徒会執行部を中心に生徒会活動を活性化させる。
学年、部活動におけるリーダー育成を意識した関わりの促進。
	ア.年間遅刻者600件以下を目標に取り組む　　　　　　　[865件]
生徒向け学校教育自己診断
「学校生活全体の指導は適切か」75%以上[64.6%]
「遅刻頭髪、服装、原付等の指導は
適切か」60%以上　　　　　　　[49.5%]
・半期ごとに指導の振り返りを行い職員会議で共有する。
・学期ごとの全校集会や学年集会の場で生活指導部より講話を行い生活指導方針への理解度の上昇をめざす。


イ. 生徒向け学校教育自己診断
「学校は部活動に積極的」80%以上
[78.5%]
「生徒会・委員会活動は活発」75%以上
[80.2%]
	ア．立ち番等で、あいさつや声掛けをほぼ毎日行っている。現状の指導の在り方や内規についても見直しを図った。
※遅刻者数　961件(△)
※生徒向け学校教育自己診断
「学校生活全体の指導は適切か」
68.8%(△)
「遅刻頭髪、服装、原付等の指導は
適切か」60.9(〇)
※職員会議での共有や集会時の講話を定期的に実施した。(〇)


イ. 生徒向け学校教育自己診断
「学校は部活動に積極的」
74.0%(△)
「生徒会・委員会活動は活発」
78.6%(〇)



